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ヘ ル マ ン ・ブ ロ ッホ の 「群 集 狂 気 論 」
佐 藤 俊 哉
ヘルマ ン ・ブロッホが,そ の精神の対象 を哲学か ら文学,そ して更には政治
学,心理学へ と移してい った軌跡は,そ の まま彼が生 きた時代を反映す るもあ
となってい る。精神史に於ける概念の多様化とその相対主義への嫌悪から,価
値哲学に携わ りなが ら,19世紀哲学の実証主義精神に貫かれた,そ の真理への
永遠の接近に不満 を感 じ,彼 は文学へと転向 してい った。確かに文学 も 「認識
の焦燥」ではあるが,そ の機能に於いて世界の全体性 を把握 しうるものであ っ
たからだ。 しか し時代の推移は,「 認識の焦燥」に彼 を留めておかないほど切
'羽詰ま
ったもの となった6初 期の価値論及び歴史哲学 を背景 とした価値の崩壊
(1)
理論を中心に した歴史的三部作 「夢遊病着たち」の完成,出 版された1931年は




あった.・937年の繍 「,if三ルギリウスの融P」 を撒 と躍 繍 「ヴェルギ
リウスの死」は ナチスによる逮捕 ・・投獄に も拘わらず書 き続けられ,女 学,政
治学,.哲学の結晶化 したブロッホの作品で も極めて特異な ものとなった。 しか
しそこで も群集心理に関するブロッホの意識は覚めたままであり,彼 自身後年
オルダス ・バ クス レイに宛てた書翰の中でこの長篇 と群集心理学は同じものを
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扱 ってい ると述べ てい ヨ1)一ルマ ン.ブ 。ッホ繰 の第9巻 は彼の遺稿集であ
り,「 群集心理学」 と タイ トルをつけられてい る。 ここで紹介する群集狂気論
は 「自伝的 プログラム」'と題 されたなかの 「群集狂気論1939年・1941年」を中
心に してで あるが,「 自伝的 プログラム」の大部分が これにあたって お り,し
か も原稿が中断 された ままにな ってい る。 しか し,ブ ロッホの群集狂気論の理
論的輪郭は十分 に理解のい くもので ある。そ してこの理論 と彼の文学的行為の
関係 もこれまでの ように等 閑に付 され るべ きでな く,積 極的に明 らかに されね
ばな らないだろう。
群集狂気論 をすすめ るに あた って先ず ブロッホは人聞の精神の正常 と異常の
判定 に可能な客観的規準の必要性 から始めてい る。 これは肉体的な問題ではな
く,精 神的な領域におけ るもので あ り,い わば間接証拠に よってそれを推論せ
ざるをえないので,彼 は それ らの概念の認識批判的現象学に帰着 しなければな
らない とい う。そ してこれ らは 「開い た」体系と.「閉 じた」体系に関連 させら
れるっま り 「開い た」体 系は正常な もの と,「 閉 じた」体 系は異常 なものと対
応する。この関連づけを精 神病理学的 な資料 に よっ てー確認 した とブ ロッホは言
う.従 って精神錯乱者 ξは周囲の げ リテー トに関わ りな く,自 身のr肌
た」体系の中で動 く者であ り,逆 の場合つま り 「精神的に健康な者」は 「開い
た」体系の中で動 く者 とい うことにな る。 そ して同 じことが共 同体についても
言 えるとい う。 ブ ロッホは群集狂気研究の対象 を,そ の論の展開の中から,次
の ように限定 してい る。即 ち,研 究素材は個人或は個人か らで きあが ったグル
(4)一プが,非合理性増加,又 は合理性喪失の途上で群集心理的な結びつ きに関わ
るようにな った もの としてお り,群 集一般,い わゆるモ ップを対象に している
のではない。 そ して研究領域の予備条件 として,空 間的な ものには群集の存在
している社会的 なグループ,例 えば国家ド階級 社会 層,党 派 とい った ものを
前提 と・し,精 神的な点に於いては,文 化伝統,価 値態度,価 値規準な ど,群集
が逸脱 し始め るそれぞれの精神的に正常な状態 を考 える∪
しか し,、この共同体の場合には個人の時には問題 とならぬ」共同体独 自の価
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値も含まれることになる。それは共同体体験 とい う要素である。この ような共
同体体験は,価 値体系の1「開いた」或は 「閉 じた」に関わりな く,どんな共同
体にも存在 し,それな しには共同体 自体があ りえぬ非合理的な要素からできあ
がっている。 しか もこの非合理的なものは,そ の体系自体の合理性を破壊する
ことなく,体系に所属する者に落ち着 きや安心の感 情を与える。心理学的概念
をこの価値論に もちこんだブロッホの言葉でい うならば みずからの価値の拡




階によって異なるとい う,つ まり,例 えば原始人にとっての血の神話は非合理
性の増加,獲 得であるし,フマニテー トの義務 をもった文化国民にとっては合
理性の喪失だとい うのだ。'"㊨ 、
この基準の相対主義にも拘わらず,「 閉 じた」体系から 「開いた」体系に至
るまでの間には,非 合理的な価値の客観的な段階も存在する。それに対する例





人間が自分の存在 している価値体系の中にその占めるべ き場所 を見い出せな く








ターゼを提供す る似非共同体や指導者に身を委ねるが,そ の際 価値喪失の人
間は神経症の徴候を示 している。つまり彼には内面的な貧弱 さがあること,自
分の価値環境を作 り、あげないこと,'パニックの影響下にあること等々,こ れ ら
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はすべて神経症の態度であるとい うのだ。 しか し例えば,現 代の群集狂気に現
われた現象 をすべて神経症として診断すべ きではな く,精神病的な要素を混入
していることを確認 しなければならないとい う。つまり,この精神病的要素を




ひそむ狂気の素質は別にして,神 経症 と精神病は,そ の外界との関係によって
区別される。神経症者の葛藤は,彼 自身の内部の現実像の貧弱 さを補 うため
に,内 的現実及び外的現実 との間に行わねぱな らぬ本当の闘いであり,他方精




価値体系も決 して合理的 とはいえぬ原理に従 ってお り,その体系が 「開いた」












キーを作 りあげていた。その崩壊は,各 領域における独 自の価値体系の自己追
求 を齎 らし,その体系の働 きは単なる機能として無限に作用するにす ぎないも
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のとなった。みずからの価値体系確立のために自己増殖 を続けるそれぞれの価
値体系は他の ものを強引に自分の中へ引き摺 り込むか,或 は全 く逆に他の価値
体系を遮断 して しまう。そしてこれらの価値体系の発展の過程でひとつの狂気
現象が現われて きたのである。ルネサンスから現代に至るまでの流れの中で中
心的価値 を持たない諸価値体系,ブ ロッホが多 くの箇所で引き合いに出す具体
例,商人,軍 人,科 学者等々の もつそれぞれの価値体系は,そ れらを荷 う人間
の社会的生活において必然的に反発或は重複する。 ブロッホによって挙げられ




裂的性格が現 われ る。この精神分裂的性格をブ ロッホは 「分裂狂気」 と名付け
る。そしてこれに対 して,中 世に至 って その最盛期 を迎 え,ル ネサ ンスを待つ
(10)
カトリシズムの神 学 を 「肥大狂気」 とい う。 これ らふたつの狂気現象が価値体
系自身の うちにその種子 を胚胎 してい ることぽ既に紹介 した二 どんな価値体系
もそれ白身の完全 さを求める以上,そ こには一種の 「神学」が成立せ ざるをえ
ないか らだ6そ してこれ ら分裂狂気 肥大狂気の歴史的 に交代す るプロセスを,
価値分裂の徴 しをもっていた ギリシャ ・ローマ時代か ら,新 しい価値統一 を齎
－Lた
キ リス ト,そ して 中世に至 るまでの文化構成 とその肥大化,更 に価値の崩
壊による分裂狂気 の発生等々に よって説明 し,そ の法則性 を 「心理 的サイクル
の法貝iPと名Nli,それ融 のcl`う嬢 開 雄 るとす る。即 ち①文化。 三じる
中心的価値の時期。②体系とい う…種の神学が無限の限界に達すると価値の崩
壊が始まる,これは肥大狂気の時期。③現実,内 的現実 と外的現実が再固定さ




法を見 ることも全 く可能で あるし。 ブ ロッホ自身ヘーゲルな しにはみずからの
(13)
歴史哲学的見解 は考 え られ ない と言 ってい る。 しかし,彼 はヘーゲルの歴史弁
(14)
証法はその歴史的対象の幅が大 きす ぎるので構造が曖昧になると述べる。 しか
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しこの「心理的サイクルの法則」の狂気の時期 を崩壊現象 としてそれぞれに先行
す る時期に加えればへrゲ ルのそれになるとい う。これ ら四つの段階をふたっ
の狂気時期とふ々つの正常な時期 とに簡略化することも可能で,言 わば狂気の
極 を往復する振 り子運動の振幅を長 く緩 くすることがで きはしないかと希望す
'る。 しかしその振幅 を止めることがで きないのは歴史の証明す るところだ。ブ
iロッホはここで,彼 の群集狂気論における 「心理的サイクルの法則」につづい
(15)
て,「 超充足」 とい う概念 を提 出す る。 この 「超充足」は,原 因の排除にょっ
てだけでは解 消 され なじ)パニ ックを説 明するための ものであ る・ こ の 「超充
足」への群集の憧憬は合理性 を寄せつけぬ魔 術的 な もので,み ずか らの価値の
行為の全 く新 しい開始 とその持続 を要求す るので ある。 この 「超充足」への憧
れに方向 を与 える力見指導す る力が必要になる,何 故 な らパニ ックの中にいる
人聞は新 しい価値 をみずか らの うちに見 出しえないのであるか らだ。 この方向
を与え る力とは具体的には指導者の ことで あ り,抽 象的には意識化の作用のこ
とであ る。前者の場合に歴史的 に見てふたつの タイプがある。純粋な宗教的救
済者 とデモーニ ッ已ユな扇動者であ る。詳細は省 くが・、前者の対象す る とこ
.ろは人間であ り,.後者 の対象 とす るのは群集で ある。、両者 ともに対象 とするも
g)の心に不安 を意識 己せ るが,宗 教的救済者は本来的な死の孤独に起因する形
lUt上的な原 ・不i安を新 しい価値創造へ の積極的方向に導 き,扇 動者 はその不安
を他の ものへ転嫁 し,そ れが不安の原因であ ることを示唆 しその絶滅 を図る。
これ らを概念的 に説明す るために・ ブロッホは宗教 上の改宗の過程 に 言 及 す
る。改宗 にはふたつの タイプがあ り・ ひとつは恩寵的な啓示 とい う非合理的な
もので あ り,も うq.とつは合理的な もので それはψ(9)ような形 をとって行わ
れ る。融合化 角遂,・体 系の確立化,タ ブーの過程で ある。 この合理的な改宗
の典型的な もの はカ トリックの異教 に対す るそれで あ り,次 の ように 進 行 す
る。.① 融合化の時期:.異教的 な要素が下位 の ままで キ リス ト教信仰 の ヒエラ
ル キー とその儀式に とり入れ られ る。②角遂の時期:異 教的儀式のエ クスター
ゼめ動 機が絶 えず キ リス ト教 の共同体 とい う,よ り高い エクス ターゼによって
取 り換 えられ,'その結果古い 力の象徴的な克服 となる6③ 確立の時期:こ こで
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は新しい宗教が人聞に完全な魂の安定 を与える,そ の結果克服 された,あ らゆ
る力を剥奪 された古い ものは無害なデーモンに下落する。③ タブーの時期1異
教的などんな記臆も極めて厳 しい懲罰の もとに置かれ,ど んな合理性喪失の再
(16)
発も徹底的に予防 される。
これら改宗の手続 きを指導者のいつれも行 うのだろうが,そ こには 「勝利」
という要素が入 りこまずにはいない。うまりこの場合には異教に対す る勝利と
なるが,こ め勝利こそ世界 を流血の場とした.ラァジズムが多いに利用 したもの
なのだ。この勝利のなかにあるエクスターゼをもた らす情緒は先 きに あ げ だ
「超充足」 と結びついており,指導者に従 う人間はこの魔力から逃れることは
極めて困難である6こ こで群集狂気論の現代的課題であるファシズムへの闘い
が表面にでて くる。 ファシズムに対抗する民主主義はこめ 「勝利」に対 し照準
を合わせねばならない。 ファシズムにおける勝利の観念はそれに服する者にと
って救済め象徴であ り,合理的には対処 しえぬ非合理的な信念にまで高められ
たものだ。 信念は真理とは関係ない。 民主主義ばそめ次元で闘うしかな い の
だ。しか し民主主義的信念は実際今や何処に確固として存在するであろうとブ
ロッホは言 う。民主主義に残6て い るのはせいぜい色挺せた自由信仰で しかな






は存在するし,実際にその肥大狂気は現われているとい う。 しか も信念の次元
で闘うには確かに正義の理念 を持 っているが,そ れ もきわめて現実政治的で・
倫理的でな く,情熱たりえないとい う。このようなブロッホの反実用主義的傾




か うために,人 間の素朴な良心に訴 えかけ ようとす る。 そ して狂 気の 力に対抗
しうるものは,ブ ロッホ自身 ビーダーマイヤー的観念 とい う,礼 儀正 しい こ
と,理 性的で あること,直 面 目であることとい つた もので ある。 しか しこの最
も素朴な もの こそ,或 はこの ものに しか頼 れない とい う最終的 な人間ぺの信頼
を楽天主義 とみ るか,悲 観主義 とみ るかは各人の 自由で あろ う。 あるいは又歴
史 における 「心理的サイクルの法則」 をファシズムの狂気現象 に及ぼ し,フ ァ
シズムの肥大的国家の全体性 が完結 した体 系 を表わす だけに,そ れ は新 しい価
値統一への前形態 と見 なすこともで きると述べ る。 この前形態 と見 なすこと,
言葉 を代 えれば,何 れは通 りす ぎるべ きもの と考え るこ と,こ の ような忍耐の
姿勢はブ ロッホの ユダヤ人であることに由来す るものであろ うか。 そ して又彼
の反実用主義的傾向 もそうなの だろうか。 ブロッホは群集狂 気論 において常に
冷静で あ り,群 集一般 に対 す るのであるが,'既に挙 げた改宗の形態 における角
遂の時期の補足事項 として,フ ァシズム或は民 主主義の執 るプロパガ ンダの方
(!7)
法 を論述す る。 そこで 「被迫害者の現象 学」 なる見出 しの下 に ファシズムの反
ユダヤ主義 に攻撃 され るユダヤ人について,そ の精神絶対性理念 とユダヤの信
仰体 系にふれ る。 そこで些か力のこ もった感 じが入 って くるの だが,永 年のゲ
ッ トー 生 活 に原 因す る その 肉体的 醜 悪 さを言いなが らも,そ の苦難 の歴史 を耐
える精神 力を驚嘆す る。ユ ダヤの タル ム ・ード神 学 の苛 酷 さは その肥 大的傾 向に
も拘 わ らず ユダヤ人 に狂気 を齎 らさなか った,そ して これは神 を無限の彼方に
配置す るユダヤの信仰体系の もつ開いた性格 によるもの だとい う。 それによっ
て体系の完結 が行 われなか ったか らだ。 そして この 「開い た」体 系の永遠に閉
じない構造の内容 として考えられ るが,フ マニテー トとい う主導概念なのだ。
ブ ロッホに よれば フマ ニテー トの決定的 な第一歩は まさに アブラハムとイサク
の神話に始 まる。雄羊の犠牲に よって人聞の犠牲 とい う異教性が克服 されたの
であ る。 ユダヤ教 こそ真の フマニテー トを自負す る資格 があ り,キ リス ト教の
フマニテー ドは キ リス トの 自己犠牲 において,即 ち再度の異教 的要 素の導入に
よって,'ユダヤ教の フマ ニテー トに逆行する ものであ り,漬 神的です らあった
と些 か激 し く極 め付ける6こ の よう.なユダヤ精神 の絶対性思想 は,ヨ ー ロッ八
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精神史上かつて存在 しなか ったほ どの一義性 を示す フ ァシズムの絶対性思想に
比肩しうるもので あ り,そ れがゆえに反 ユダヤ主義 を招来 したと言え るのか も
しれない。更に フ ァシズムの ポグ ロームに言及 し,そ こに見 られ る犠牲 の観念
と正義観念の特異 な結合 について述べ る。 ゴダや民族迫害は フ ァシズムの盲想
の産物にしかす ぎないが・そこでは奇妙にもふたつの異なった領域が巧みに連
結されてい るの だ。 ア ブラハムとイサ クに よるフマニテ三 トの礎石 を覆す人聞
の犠牲の イデーが,正 義 とい うあ る種の価値体系を背景に仮定 しなければなら
ない観念 と結びつけ られ る。 このあ る種の価値体 系 とはそれ程未発達な もので
はありえない。 プ ロヅホはこ.の人間の犠牲 とい う反 フマニテー トを,ゲ ルマン
的なものな どま った く問題にせぬ食人種的 な ものといい,そ して又 異教的なも
(18)
のと呼んでい る。そしてこれに対するフマニテー トの態度はまさにこの反異教




る異質なものとの対決の聞に殺害,死 が介在 したのに くらべれば,この処置は
体系に所属する者には 「超充足」への憧れを残 したままの ものである。そして
一この場合 「超充足」への憧れとは刑の執行につなが勧 人類発生以来の奥底に




裁が平然 と行われる。従 って反 フマニテー}の 最 も異教的なものである死刑に
対抗するには死刑廃止の手段 しか残 されていないが,目 下のところ現実には期
待しえない ものにな9'1'ここでem実 直勺には無力な,或 は践 用蟻 的傾向を
もったブロッホの見解が現われる。群集狂気を克服するための意識化の作用を・
マルキシズムに委ねることを留保 し,勝利の観念の無価値化のためにビーダ曽
マイヤー的観念 を対置 し,そ して将来に向けての効果として死刑廃 止 を掲 げ
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る。 そして現代の狂気 を,彼 自身のい う 「心理的 サイ クルの法則」 に て ら し
て,新 しい 価値統一 に至 る前形態 と見 なすことも可能であ るといいなが らも∴
実際には もはや待てぬ とい う結論 を,過 去の歴史 の考察か ら引 き出 す の で あ
る。勝利の無価値化 とい う点で時機は到来 してい るとい うのだ。 フ ランス革命
の 「自由の神学」 とい う肥 大化に対 して,ヨ ー ロッパの反動主義国家の執 った
フマニテー ト擁護 を評価 し,ギ ロチ ンに対 して死刑廃止 をもづて した ヨゼフ二
世の=場合 には象徴 的なフマ ニテー ト宣言であるとし,或 はア メ リカの南北戦争
を歓呼 な き勝利 とい う勝利の無価値化のアスペ ク トで支持 し,現 在世界 をとら
えてい る厭戦の気分 に よって,平 和が願望 でな く,具 体的要求になることがで
きるとい う。 そして この 目標実現のために,フ ァシズムが その組織化に使用 し
だ方法について考察す るが,1その際に組織化におけ.る異教的 な ものについて,
ユダヤ教 自体 に帰 すことので きるエ リー トとい うことにふれ る。、あ る目的のた
めに選ばれ るこ とは,自 分め価値体系の中心に象徴的 に関 わ りをもつことであ
り,こ れは儀 式 を仲介に して行 われ る。 そして この儀式に よる中心的価値の秘
密 にふれ ること・で 自我の拡大が得 られ る。 この手段の徹底的 な採用,応 用に よ
って フ ァシズムは その体系の閉鎖性,,異教性 を示 した6ユ ダヤ民族の選民性が
フ ァシズムの ような展開 をしなか 三たのは,割 礼 とい う原始的儀式 をアブラハ
ムの行為 に よって覆い,形 骸化 させたか らだ と説明 し,フ ァシズムのエ リー ト
の もつ機能の源 を宗教改革 とプロテス タンテ ィズム,特 にカル ヴィニズムの過
(20)
激 さに帰する。そしてファシズムの組織化の方法を具体的に考慮 し民 主 主義







れる,死か らの不安に指針 をもたらすふたつの タイプの指導者が示す生 と死が
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あり,そ し てー同 じよ うに死 か ら逃 れ よ うと して結局象徴 的殺害 を介 して殺人 を
夢見ざるをえない人間の,法 体系における超充足憧憶に関す る洞察。 ナチに よ
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